
読書の秋 

　　　学校長　寿 山　敏　 
本校では10月31日に文化祭を実施しました。各学年でテーマに沿っ

た演劇を行い、各学習での成果を展示・発表しました。途中、サプラ

イスで職員合唱を取り入れてみました。練習の時間が少なかったため、

お聞き苦しいこともあったかもしれませんが、いかがだったでしょう

か。生徒たちは、準備から本番まで各係を中心によく頑張ってくれま

した。感動・感激の文化祭でした。御来場いただいた皆様ありがとう

ございました。 
さて、『読書０分　小中高生の半数』、10月26日(日)の南日本新聞に、

掲載された記事の見出しです。『ベネッセコーポレーションが2024年に

小中高生や保護者に尋ねたところ、読書をしない(０分)との回答が52.

7％で、15年調査時の34.3％から約1.5倍に増えた。一方スマートフォ

ンの使用時間は延びており、長いほど本を読む時間が短くなる傾向が

見られた。』とのことでした。この記事の調査を担当した東大の秋田　

喜代美名誉教授は｢読書と学力は関連しており、授業の中で紙や電子の

書籍に触れる機会を増やすことが必要だ。｣と指摘しています。また、

京セラ創業者・稲盛　和夫さんは、『自分を高めるために読書をしてほ

しいと思います。真剣になって良い本を読むということをぜひとも行

っていただきたいのです。･･･中略･･･もちろん、皆さんが仕事で苦労

し、その実践の中で自分を磨き、勝ち得たものが一番重要なのですが、

それに加えて読書で、自分が経験していないことを吸収し、経験した

ことを整理していくことが必要です。この実践と読書が、人間の精神

の骨格をつくっていくのです。』と著書で語っています。 
 本校では、特色ある活動として保護者の協

力を得て、朝読書の時間帯に読み聞かせを

行っています。保護者の方々の落ち着いた

口調で楽しく話してくださるお話に、どの

学年も真剣なまなざしで聞き入っています。

特に今回の３年生は、ハロウィンの物語で

したが、万全のコスチュームで登場した保

護者に、生徒は大喜びでした。ありがとう

ございました。このような活動を増やして、

本に興味を持たせ、読書離れに対応してい

きたいと考えています。 
まだネット環境が整っていなかった頃の情報源は書物しかなくて、

図書室での調べ学習は貴重な時間でした。また、図書室の本を読むこ

とで多くのことを学んでいました。時代が進み、ICT機器を使うと瞬時

に情報を得ることができるようになり、ネット上で読み物を選択し物

語等を読むこともできるようになりました。情報機器で動画や音楽を

楽しむことも悪くはありませんが、過ごしやすいこの季節に読書に取

り組んでみるのも大切です。是非ご家庭でも話題にしてください。 
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〈校訓〉  

  前進

    

　三浦 一広　所長（ゆずり葉の郷）講演会 

　 １０月２３日（木）６校時，奄美青少年支援センター所長 

三浦　 一広様を講師にお招きし，今までの取組や実績，合気

道の実演や，将来に対する考え等，様々なお話をしていただき

ました。緊急で来校してい

ただき，短い時間での交流

でしたが，今後も伊仙中の

ため，様々な面で御支援い

ただけるとのことでした。 

　 お忙しい中，ご講演いた

だきありがとうございまし

た。 

　R7年度 全国学力・学習状況調査結果   
 
令和7年４月１６日，対象：３年生，実施教科：国語・数学・理科 

　 　 　 　 　 　 　 伊仙中　 県平均　 全国平均 

　  

　 　 　 国語　 　 ４２　 　 　 ５３　 　 　 ５４．３ 
 

　 　 　 数学　 　 ３５　 　 　 ４５　 　 　 ４８．３ 
 

　 　 　 理科   ４１８   　 ４９３  　 　 ５０３ 
　 　  
　 　 ＊理科は５００が平均として判断される形になっています。 
 
全体的に，平均を下まわる結果となりました。各教科の分析結果を全職員で
共有し，朝読書の充実等による読解力の向上や語彙力の定着等，授業改善
に取り組み，基礎基本の定着に努めてまいります。 
  【分析・考察】 
 ・(国語)言語事項（漢字や文法等）の定着を図りながら，資料を読み
取る練習・じっくりと文章を読む練習・自分の考えを書く練習をする。・
(数学)記述式の解答を求められる問題や資料を活用する問題に苦
手意識が見られる。複合問題等に取り組み改善を図る。 
・（理科）重要語句等，基礎基本の定着が課題。また目に見えない事
象に苦手意識を持っている。実験や繰り返し問題に取り組むことによ
り定着に努める。 
・　 学ぶことと自己の将来とのつながりについて，今の学びが将来の
生き方につながることと，将来への目標をもつことが今の学び
の意欲につながることを相互に関連付けて考えさせる必要がある。 
・　 自学（家庭学習）の習慣化が課題である。 

  
生徒の皆さんの活躍により 
「第68回大島地区児童生徒作文コンクール」 に お

い て 伊 仙 中 学 校 が 「 奨 励 賞 」 を い た だ き ま
し た 。 あ り が と う ご ざ い ま し た 。  

11月の行事予定 

～学校を見に行こう週間(～６日)～ 

   
１日 (土) 　地区新人総体～２日 

２日 (日) 　町駅伝競走大会・全島武道大会（剣道） 

４日 (火) 　３年実力テスト（～５日） 

５日 (水) 　ﾉｰﾒﾃﾞｨｱ・ﾉｰ部活ﾃﾞｰ 

６日 (木) 　避難訓練 

７日 (金)   ３年 進路説明会 

８日 (土) 　キャリア教育講話　 

１０日 (月)   薬物乱用防止教室（３年） 

  　SC来校（午後） 

  　国語弁論・英語スピーチｺﾝﾃｽﾄ 

１１日 (火) ３年保育実習，芸術鑑賞会 

１２日 (水) 　薬物乱用防止教室（１・２年） 

  　小中連携研修・ﾉｰﾒﾃﾞｨｱ・ﾉｰ部活ﾃﾞｰ 

１３日 (木)   ３年 三者面談，１・２年 二者面談　　
  　(～２１日)　SC来校（午後） 

２０日 (木)   移動図書館 

２１日 (金) 　 性に関する講話(１年) 

２５日 (火)   SC来校（午前） 

２６日 (水) 　期末テスト(～2８)， 

 　☆PTA三役会・運営委員会は１２月２日（火）

　 第３回奉仕作業は２月へ延期いたします。 

　 よろしくお願いいたします。

　生徒会役員改選   (10/６) 
 
　 新生徒会役員が決まりした。「新しい風」が吹くことを楽
しみにしています。旧生徒会役員のみなさんも，一年間本
当にお疲れ様でした。 
     【生徒会本部】  
   【生 徒 会 長】　 寳永　 友樹愛（２年） 

   【副生徒会長】  杉並　 絆(２年)，盛田　 実夢(１年) 
   【書　 　 　 記】　 徳山　 結心(２年) 
   【会　 　 　 計】　 久保　 こころ(１年) 
     　  【各専門部長・副部長】 

保健体育部
盛田　 明咲（部） 

才木　 壮真（副）

学習文化部
實村　 花穂（部） 

太山　 心輝（副）

生活環境部
樺山星姫來（部） 

久保　 楓  （副）


